
ー
九

世
紀

に
お

け
る

石
見

璧
の

生
産

と
商

品
流

通
̶

石
州

瓦
を

中
心

に
̶

中
安

恵
一

は
じ

め
に

石
見

の
産

業
に

お
け

る
瓦

お
よ

び
焼

物
は

近
代

以
降

に
お

い
て

そ
の

位
置

づ
け

を

高
め

、
ま

た
組

合
が

成
立

し
島

根
県

の
勧

業
項

目
に

指
定

さ
れ

る
明

治
末

年
か

ら
大

正
期

に
か

け
て

は
、

「石
州

瓦
」

や
「石

見
焼

」
と

い
う

名
称

と
と

も
に

全
国

的
な

広

が
り

を
見

せ
た

と
さ

れ
る

。
し

か
し

、
そ

れ
以

前
の

一
九

世
紀

の
実

態
に

つ
い

て
は

十
分

に
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
。

と
り

わ
け

、
文

献
史

料
に

も
と

づ
い

た
研

究
は

、

窯
跡

の
考

古
学

的
調

査
等

に
よ

っ
て

系
譜

や
生

産
状

況
の

分
析

が
着

実
に

進
め

ら
れ

て
い

る
の

と
比

べ
る

と
著

し
く

立
ち

遅
れ

て
い

る
と

い
え

る
。

し
た

が
っ

て
、

ま
ず

は
当

該
期

に
お

け
る

同
業

の
主

た
る

生
産

地
域

、
お

よ
び

流
通

量
や

そ
の

形
態

、
歴

史
的

変
遷

な
ど

と
い

っ
た

基
礎

的
な

考
察

が
優

先
さ

れ
る

べ
き

課
題

と
な

る
。

こ
う

し
た

研
究

状
況

を
踏

ま
え

、
本

稿
で

は
近

世
後

期
か

ら
明

治
初

期
を

対
象

に

瓦
•

焼
物

の
生

産
お

よ
び

流
通

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

具
体

的
に

は
、

生
産

地
域

の
把

握
、

廻
船

流
通

に
お

け
る

両
商

品
の

性
格

と
販

路
と

の
関

わ
り

、
窯

業
の

地
域

産
業

に
お

け
る

両
商

品
の

位
置

づ
け

な
ど

を
検

討
す

る
こ

と
で

そ
の

実
態

に
迫

り
た

い
。

一 
石

見
の

疆
の

生
産

状
況

史
料

上
に

お
い

て
生

産
実

態
が

明
ら

か
に

な
る

の
は

、
管

見
の

限
り

、
寛

延
二

(
一

七
四

九
)

年
に

瓦
役

ニ
ケ

所
の

運
上

が
石

見
銀

山
御

料
•宅

野
村

で
み

ら
れ

、
焼

物
は

文
政

八
(

ー
八

二
五

)
年

に
丸

物
(焼

物
の

う
ち

大
甕

の
類

を
指

す
)

®
上

銀

弐
百

目
が

浜
田

藩
領

•
和

木
村

に
お

い
て

そ
れ

ぞ
れ

最
も

早
い

段
階

の
事

例
と

し
て

確
認

で
き

る
。

い
っ

ぽ
う

両
者

を
流

通
商

品
と

し
て

確
認

で
き

る
の

は
、

一
八

世
紀

末
か

ら
ー

九
世

紀
前

半
頃

と
な

る
。

浜
田

外
ノ

浦
に

お
け

る
廻

船
問

屋
の

客
船

帳
に

よ
れ

ば
、

焼
物

は
寛

政
年

間
、

瓦
は

文
政

年
間

に
他

国
船

に
よ

る
最

も
早

い
購

入
事

例
と

し
て

確
認

で
き

る
。

ま
た

同
史

料
か

ら
は

、
幕

末
か

ら
明

治
期

に
か

け
て

両
商

品
の

取
扱

件
数

が
漸

増
す

る
様

子
が

読
み

取
れ

、
商

品
流

通
拡

大
の

趨
勢

を
窺

う
こ

と
が

で
き

る
。

以
上

の
大

略
を

踏
ま

え
つ

つ
、

本
章

で
は

明
治

初
年

の
状

況
に

つ
い

て
み

て
い

き
た

い
。

当
該

期
に

お
け

る
焼

物
お

よ
び

瓦
の

生
産

状
況

は
、

い
く

つ
か

の
史

料
に

よ
っ

て

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
表

1
,

1
は

、
明

治
一

〇
(

ー
八

七
七

)
年

代
に

作
成

さ
れ

た
各

村
の

『皇
国

地
誌

」
の

う
ち

の
物

産
項

に
記

載
の

あ
る

村
々

を
一

覧
し

た

も
の

で
あ

り
、

表
1

,
2

、
1

,
3

は
そ

れ
ぞ

れ
明

治
二

(
一

八
六

九
)

年
「己

小
物

成
浮

役
諸

運
上

根
帳

」
「村

方
小

物
成

之
外

運
上

銀
根

帳
」

に
記

さ
れ

た
那

賀
郡

全

村
の

小
物

成
計

上
か

ら
焼

物
•

瓦
の

記
載

を
抽

出
し

た
も

の
で

あ
る

。
そ

し
て

、
こ

れ
ら

に
記

載
の

あ
っ

た
村

々
を

地
図

上
に

示
し

た
も

の
が

図
1

で
あ

る
。

「皇
国

地

誌
」

に
つ

い
て

は
迩

摩
郡

の
一

部
の

村
が

残
存

し
て

い
な

い
欠

点
が

あ
る

が
、

安
濃

郡
お

よ
び

石
見

窯
業

の
中

心
地

で
あ

る
那

賀
郡

に
つ

い
て

は
網

羅
さ

れ
て

い
て

、
し

た
が

っ
て

こ
れ

ら
か

ら
明

治
初

期
の

生
産

の
あ

ら
ま

し
が

把
握

で
き

る
。

こ
こ

か
ら

は
以

下
の

こ
と

が
指

摘
で

き
る

。
ま

ず
、

図
1

に
み

え
る

よ
う

に
両

産

業
と

も
海

岸
部

に
そ

の
生

産
地

域
が

集
中

し
て

い
る

点
で

あ
る

。
そ

し
て

、
焼

物
が

温
泉

津
(6

"
表

1
の

村
番

号
、

以
下

同
)

お
よ

び
江

川
河

口
に

位
置

す
る

郷
田

村

20
)

か
ら

長
浜

村
(34

)
間

を
中

心
と

し
た

狭
い

範
囲

に
集

中
し

て
い

る
の

に
対

し
、

瓦
は

年
間

出
来

高
二

五
万

枚
強

の
久

代
村

(17
)

を
始

め
と

し
た

焼
物

生
産

も

盛
ん

な
地

域
に

加
え

て
、

同
十

万
枚

以
上

の
宅

野
村

(9
)

な
ど

旧
石

見
銀

山
料

で

あ
る

迩
摩

郡
•

安
濃

郡
域

の
海

岸
部

や
一

部
山

間
部

に
も

点
在

し
、

比
較

的
広

範
に

五
ー
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明治初 期 にお ける窯 業生産 地

凡例

瓦 (物産書 上 )

瓦 (運 上 )

焼物 (物 産書上 )

焼物 (運 上)
做 鄭 y ・叫

婦

注) I・輯 製 二十 万分 ー図復 刻版 島根 県全 図 ( 『日本歴 史地名 大系33 島根 県 の地名 』 平 凡社 、 1995) を加 工利 用。

五
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表 I T • 那 賀 ・逐 摩 ・安 濃郡 各村 の物産 に登場 す る瓦 •焼 物 一 覽

出典 :『皇 国地 誌』各村 の !・物 産J項

注 1) 迩摩 のうち以 下 の村 は史料 なし

No. 郡 村
瓦 焼物

年 間 出来 高 備 考 年 間出来高 備 考
1 安 濃郡 大 田村 35000 枚 質美 、近傍 各村 二輸 送ス 20000 個 質悪 、出雲 国二輸 送ス

2 安 濃郡 朝 倉村 38000 枚
出雲 国神 門郡 口田儀 村 同郡 小 田村 同郡 杵
築村 二海 上輸 送ス

3 安 濃郡 神 原 村 13000 枚
出雲 国神 門郡 口田儀 及ヒ同郡 杵築村 隠岐
国 当 国安 濃郡 波根 東 西 両村 ニ輸送ス

4 迩 摩郡 波積 北村 12000 枚 同郡 温泉 津港 同吉 浦村二輸 出ス
5 迩 摩 郡 井 田村 15000 枚 温泉 津港 同吉浦村 二輸 出ス 230 丸 同郡 温 泉津港 同吉浦村二輸 出ス
6 迩 摩 郡 温 泉津 村 不 明 不 明
7 迩 摩 郡 仁 万村 2018 枚 質不 美
8 迩 摩 郡 湯里 村 45000 筒 悪 、北 国地 方二輸 送ス
9 迩 摩 郡 宅野 村 105200 枚

10 那賀 郡 浅井村 不 明 瓦焼 0.25円 (地租 537.485円、総計 703.18 不 明 丸物 師 2円

11 那賀 郡 長 沢村 不 明
瓦焼 6.5円 (地租 694.338円、総 計709,593
円)

不 明 丸 物 師 1.155円

12 那賀 郡 向野 田村 31152 箇 大坂 馬 関境 港 等 へ輸 送ス
13 那賀 郡 矢原 村 11870 箇 質 美 、大坂馬 関境 港等 へ輸 送ス
14 那賀郡 下来原 村 不 明
15 那賀郡 千 田村 30000 枚 過 半都 野 津村 二輸 出ス
16 那賀 郡 宇 野村 45000 枚 赤瓦 、波 子二輸 出ス
17 那賀 郡 久代 村 258500 枚 質実 、九州 下ノ関地 方二輸 送ス 38500 個 質 美 、九州 地 方二愉 送ス
18 那賀 郡 上府 村 1600 枚 九州 下ノ関二述 送ス 48674 個 質 美ナラス、九州 下ノ関二連 送ス

19 那賀 郡 波子 村 18900 個 因幡 及 九州 地 方 へ輸 送ス 43281 個 因«® 及 九州 地方 へ i輸送ス
20 那賀 郡 郷 田村 60000 枝 質粗 、因 防長 対 四州 及羽 妾庄 内へ 崎送ス 2000 荷 質 粗 、北 国 九州 四国二輸 送ス
21 那賀 郡 嘉 久志 村 50000 枚 質粗 、因防長 対 四州 等へ 輸送ス 800 荷 質粗 、北 国 九州 四国等ニ輸送ス
22 那賀 郡 和木 村 50000 枚 質粗 、因防長 対 四州 等 へ 喘送ス 500 荷 質粗 、北 国 九州 四国導二輸送ス
23 那賀 郡 都 野 津村 48000 個 因幡 伯耆 出雲 辺 輸 出ス
24 那賀 郡 敬 川村 30200 個 11630 個

25 那 賀郡 神 主村 30070 個 ・瓦 •粗 陶器 の合 計 出来 高 、因幡地 方及長 門地方 へ輸送 ス

26 那賀 郡 後 地 村 18000 枚 質美 、因幡伯 耆へ 愉送ス
27 那賀 郡 太 田村 不 明 僅少 ニシテ地 方二於テ消費シ他 へ輸 出セス
28 那賀 郡 上河 戸村 不 明 難モ地方 二於 テ消費 シ他 へ 翰 出セス
29 那賀 郡 八神 村 不 明 阪路 定マラス其質 中等 二届ス

(佐摩 村 、大森 町 、銀 山町 、白坪 村 、福原 村 、三久 須村 、毯原 村 、忍原 村 、市原 村 、静 間村 、磯竹 村 、大屋 村 、鬼村 、松代 村 、行 恒:村 、久利村 )

^ 1- 2. 那賀 郡 にお ける焼 物 運上表 1- 3. 那 賀郡 にお ける瓦師 逸 上

出典 : 「明治 二 巳年 村 方 小物成 之外 速 上銀 根 帳 」

( 「明治 二年 旧浜 田藩 弓I継 雑款 J県 浜 田引ー02- 018、

島根 県 立 図書館 所蔵 )

No, 郡 村 理?L 納 人
例 桐 人

備 考 No• 郡 村 鷲 と 項 目( 恕) 只目
人数 ・個数 請負 人 備 考

30 那賀 郡 本 明村 4.335 幸 三郎 半年 分 30 那賀 郡 本 明村 40.8 丸物 焼 1ヶ所

30 那賀 郡 本 明村 4.335 峯太 郎 半年 分 15 那賀 郡 千 田村 43.86 丸物 3人 多吉外2人

15 那賀 郡 千 田村 4.335 小 次 郎 半年 分 15 那賀 郡 千 田村 5.13 丸物冥加 銀 1人 小 次郎 半ケ年 分

21 那賀 郡 嘉 久志 村 8.67 浅之助 15 那賀郡 千 田村 21.93 丸物冥加 銀 1人 又 次 半ケ年 分

2I 那 賀郡 嘉 久志 村 5.1 廣十 郎 半年 分 21 那賀郡 嘉 久志 村 43,86 丸物 冥加 銀 1ヶ所

23 那 賀郡 都 野津 村 10.2 嘉 次郎 22 那賀郡 和木村 43.86 陶場 1ヶ所

36 那 賀郡 神 村 10.2 芳 十郎 31 那賀 郡 高 田村 20.4 丸物 焼 1ヶ所

25 那賀 郡 神 主村 10.2 種 吉 17 那賀 郡 久代村 204 丸物 焼 1ヶ所

24 那賀 郡 敬 川村 10.2 為 十郎 32 那賀 郡 飯 田村 43.86 丸物 釜 手役

31 那賀 郡 高 田村 10.2 平次郎 33 那賀 郡 原 井村 30.6 丸物 1人 宵•江 九郎 平

31 那賀 郡 高 田村 8.67 平次郎 34 那賀 郡 長 浜村 20.4 丸物 1ヶ所

17 那賀 郡 久代 村 8.67 与惣 次 34 那 賀郡 長 浜村 42.98 焼 物 入形細 工師 1人

17 那賀 郡 久代 村 8.67 与惣 次 11 那賀郡 長 沢村 43.86 丸物 勝 造

3T 那賀 郡 日和村 10.2 虎 渓 三 11 那賀郡 長 沢村 21.42 丸物 岩 造

38 那 賀郡 西村 10.2 善太 郎 35 那賀郡 西 河 内村 15.3 丸物

10 那 賀郡 浅井村 10.2 勇 平 12 那賀郡 向野 田村 15.3 丸物屋 1人

10 那 賀郡 浅井村 8.67 幾衛 出典 : 「巳小 物成 淫 役 諸逝 上根帳 」

1I 那 賀郡 長 沢村 8.67 源助 ( 「明治 二年 旧浜 田藩 引継 雑款 」県 浜 田引ー02- 08、同02- 09, 島根 県 立図書館目

11 那賀 郡 長 沢村 8,67 伝 市

11 那賀 郡 長 沢村 10.2 毒代 次郎

39 那賀 郡 生 湯村 10.2 勝 次郎

- 152 -



五
四

そ
の

分
布

範
囲

が
み

え
る

。
こ

の
傾

向
は

二
〇

世
紀

以
降

の
状

況
と

お
お

よ
そ

-
致

•し
て

い
る

。
こ

の
ほ

か
、

表
1

,
2

、
1

,
3

か
ら

は
、

生
産

の
中

心
地

で
あ

っ
た

那

賀
郡

海
岸

域
に

お
い

て
、

焼
物

師
が

少
な

く
と

も
一

六
名

以
上

、
瓦

師
の

ベ
ニ

ー
名

の
経

営
者

が
確

認
で

き
る

。
さ

ら
に

、
表

!
'

1
で

は
輸

出
先

の
記

載
も

見
ら

れ
、

瓦
は

伯
耆

•
因

幡
・

出
雲

・
周

防
・

長
門

•
対

馬
が

比
較

的
多

く
、

中
に

は
大

坂
や

庄
内

も
見

ら
れ

る
。

こ
れ

に
対

し
焼

物
は

、
北

国
・

九
州

・
四

国
・

下
関

と
い

っ
た

輸
出

先
が

確
認

で
き

る
。

二
明

治
八

年
に

お
け

る
大

浦
港

の
轉

出
入

(1
)

「廻
船

調
簿

」
の

概
要

表
2

群
は

、
「仕

出
場

仕
向

場
原

価
瞰

調
簿

大
浦

船
改

所
」、

「入
港

日
出

港
日

積

高
国

郡
村

名
調

簿
大

浦
港

船
改

所
」

両
史

料
(以

下
、

併
せ

て
「廻

船
調

簿
」

と

す
る

)
か

ら
、

明
治

八
(

一
八

七
五

)
年

に
お

け
る

年
間

の
大

浦
港

利
用

廻
船

を
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
同

史
料

は
、

明
治

七
(

ー
八

七
四

)
年

ー 
ー

月
の

国
内

廻
漕

規
則

(太
政

官
布

告
第

百
二

十
三

号
)

に
基

づ
き

作
成

さ
れ

た
、

諸
廻

船
が

出
帆

入

津
す

る
際

に
提

出
し

た
届

書
か

ら
、

大
浦

港
船

改
所

が
品

名
•

箇
数

・
尺

量
・

元
価

・

仕
向

場
•

仕
出

場
•

管
轄

•
船

形
•

船
名

•
積

高
・

入
港

日
•

出
港

日
に

つ
い

て
の

情
報

を
上

記
二

冊
の

調
簿

に
分

け
て

記
録

し
た

も
の

で
あ

る
。

一
例

を
挙

げ
よ

う
。

(A
)

同
(六

月
十

六
)

日

ー
幸

吉
丸

五
十

石

鋭
三

百
三

十
束

五
百

五
十

円

相
物

二
十

貫
免

臺
円

三
十

銭

仕
出

場
宅

の
仕

向
場

大
坂

(B
)

同
(六

月
十

六
)

日

ー
幸

吉
丸

五
十

石
 

宅
の

白
枝

峯
平

六
月

十
四

日
入

港
十

六
日

出
港

 
伝

三
郎

右
内

容
の

う
ち

、
「仕

出
場

仕
向

場
原

価
取

調
簿

」
に

は
(A

)
が

、
「入

港
日

出
港

日
積

高
国

郡
村

名
調

簿
」

に
は

(B
)

が
記

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

場
合

は
、銀

山
料

宅

野
浦

船
籍

•
船

主
白

枝
峯

平
の

五
〇

石
積

廻
船

が
、

錠
三

三
〇

束
(元

価
五

百
五

十

円
)

と
相

物
二

〇
貫

忽
(同

卷
円

三
十

銭
)

を
地

元
宅

野
か

ら
大

坂
へ

仕
向

け
て

お

り
、

六
月

一
四

日
に

宅
野

か
ら

大
浦

へ
入

港
し

、
同

一
六

日
に

大
坂

へ
出

港
し

て
い

る
。

ま
た

、
伝

三
郎

は
大

浦
の

船
宿

主
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
に

「廻
船

調
簿

」
か

ら

は
、

大
浦

港
を

利
用

し
た

廻
船

の
情

報
と

利
用

実
態

が
把

握
で

き
る

。
同

史
料

群
は

一
年

間
に

同
港

を
利

用
し

た
全

て
の

廻
船

の
交

易
記

録
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、

港
全

 
ー

体
の

商
品

や
廻

船
の

動
向

が
把

握
で

き
る

点
に

お
い

て
希

有
な

史
料

で
あ

る
と

い
え

151

よ
う

。
本

章
で

は
こ

の
「廻

船
調

簿
」

を
用

い
て

銀
山

料
廻

船
の

特
徴

を
押

さ
え

た
 

ー

上
で

、
瓦

・
焼

物
の

流
通

実
態

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

。

(2
)

利
用

廻
船

と
積

荷
出

入

で
は

実
際

に
表

2
群

を
み

て
い

き
た

い
。

ま
ず

表
2

'
1

は
、

廻
船

の
船

籍
別

と

規
模

別
に

み
た

出
入

状
況

を
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
利

用
廻

船
の

う
ち

銀
山

料
船

籍
が

全
体

の
約

七
割

を
占

め
、

さ
ら

に
石

見
・

出
雲

•
隠

岐
•

伯
耆

・
因

幡
•

但
馬

を
含

め
た

山
陰

船
籍

で
は

全
体

の
九

一 
・四

%
を

占
め

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

ま
た

廻
船

規
模

に
つ

い
て

は
、

銀
山

料
船

籍
は

一
〇

〇
石

積
以

下
が

一
三

五
艘

で
同

船
籍

全
体

の
五

六
・ニ

%
、

二
〇

〇
石

積
以

下
に

な
る

と
二

Q
 一艘

で
全

体
の

八
四

・
ー 

%

に
及

び
、

加
え

て
銀

山
料

に
限

ら
ず

利
用

廻
船

全
体

で
み

た
場

合
に

も
同

様
の

傾
向

が
指

摘
で

き
る

。
一

方
、

三
〇

〇
～

五
〇

〇
石

積
の

銀
山

料
船

籍
の

中
型

廻
船

も
ー

宅
の

白
枝

峯
平

伝
ーー-郎



表 2 ̶  L 船 籍 別 港 出 入 状 況

表 2 ̶2 • 銀 山料 を仕 出場 として植 出され た商 品

主な商品 件 %
29 16.5
25 14.2
21 11.9
14 8.0

焼物 (陶器) 12 6.8
10 5.7
9 5.1

商品総計 176 100.0
注 1) 瓦は黒 瓦 • 赤 瓦 を含 ’加
注 2) 干魚 は干鯨 ・干鰐 • 干ふ ぐの合 計
注 3) 石 類 は板石 ・と よ石 ・ ほ L り石 ・五 六石 の合 計
注4) 塩魚 は塩鯨 . 塩航 ・塩 物Iの 合計

表 2 - 3. 銀 山料 を仕 向場 として積 入 れ られ た商 品

注 1) 絢 は繰 綿 ・真 綿 " 綿 木 のる' 計

主な商品 件 %
25 27.5

鉄砂 12 13.2
9 9,9
6 6.6
4 4.4
3 3.3
3 3.3

商品総計 91 100.0

五

五

出典 : 我 2 群はすべて、明治8年 「仕 出場仕 向場原価取調簿」 (林家文書) による

石捌 高 - n 50～ 100-  200-  300～ 400-  500～ 600-  700～ 800-  900- 1000 ズ 明 ^4-
国名 ～凶  ! 00 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 ～ 小 力 pT 70

石 見 銀 山料 43 92 67 15 13 3 7 240 69. 2
石 見 (そ の 他 ) 2 2 3 2 9 2. 6

7 2 1 1 11 3. 2
2 6 1 9 2, 6
7 18 1 26 7. 5
3 12 6 1 22 6. 3
1 2 1 4 1. 2

1 1 2 0. 6
1 1 2 0. 6

2 2 0. 6
1 1 0. 3
1 1 2 0. 6

1 1 2 0, 6
1 2 3 0. 9

1 1 2 0. 6
1 1 0. 3

1 1 0. 3
3 4 7 2. 0

1 1 0. 3
計 60 147 84 20 14 5 0 2 0 0 0 2 13 347
% 17. 2 42. 3 24. 2 5. 8 4. 0 1. 4 0. 0 0. 6 0. 0 0. 0 0, 0 0, 6 3, 7 100. 0

部
確

認
が

で
き

、
こ

れ
ら

ニ
ハ

艘
の

船
主

は
宅

野
村

•
藤

間
太

郎
、

鳥
井

村
•

品
川

藤
十

郎
、

同
•

細
田

吉
十

郎
、

久
手

浦
•

岡
田

久
次

郎
、

同
•

竹
下

弘
の

五
船

主
の

み
で

あ
る

。
す

な
わ

ち
、

銀
山

料
廻

船
は

大
凡

大
多

数
の

小
型

廻
船

と
一

部
の

中
型

廻
船

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
い

た
と

い
え

よ
う

。

次
に

積
荷

に
つ

い
て

見
て

み
た

い
。

表
2

,
2

は
銀

山
料

内
を

仕
出

場
と

し
て

他

地
域

へ
積

出
さ

れ
た

主
な

商
品

を
、

表
2

,
3

は
銀

山
料

内
を

仕
向

場
と

し
て

他
地

域
か

ら
積

入
れ

ら
れ

た
主

な
商

品
を

件
数

別
で

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

積
出

商
品

は
、

鉄
二

九
件

、
瓦

二
五

件
、

錠
ニ

ー
件

、
干

魚
一

四
件

、 
焼

物
ー

二
件

と
続

い
て

い
て

、
近

世
後

期
石

見
東

部
最

大
の

輸
出

商
品

で
あ

っ
た

鉄
•

鋭
に

続
く

か
た

ち
で

瓦
や

焼
物

が
確

認
で

き
る

。
こ

れ
ら

商
品

の
仕

向
先

は
、

鉄
・

鋭
は

ほ
ぼ

同
様

で
、

件
数

の
多

い
順

に
大

坂
、

新
潟

、
庄

内
酒

田
、

越
中

伏
木

、
肥

後
、

尾
道

と
な

っ
て

い
る

。
い

っ
ぽ

う
積

入
商

品
に

つ
い

て
は

、
塩

二
五

件
、

鉄
砂

ニ
ー件

、
米

九
件

、

綿
六

件
、

大
麦

四
件

と
続

き
、

塩
は

尾
道

か
ら

、
米

や
綿

は
北

国
か

ら
、

鉄
砂

や
大

麦
は

伯
耆

境
か

ら
と

い
う

明
瞭

な
傾

向
が

見
て

取
れ

る
。



五
六

仕 向先 件 数 仕 出 最 元価 合 荷

尾 道

下 関
米 子

加 露

金 沢
新 潟

出羽 本 庄

1
1
1
1
2
5

1

丸

8

30
307

10

箇

70
5

50

供

50

20

円

4,00
60,00
5.00

53.00
63.00

265.00

8.00

商品名(件)

五 六石 ・干 解 ⑴

鉄 ・瓦⑴

赤 瓦⑴

塩 鯛 ⑴

綿 ・烏 賊 ⑴

綿 ・砂 糖 ・生 艸 鉄 (1)、
繰 綿 (1)、鏡 ⑴ 、
米 ・鉄 (1)、鉄 ・砂 糖 (1)

合 計 12 355 125 70 458.00 (10)

訳
は

境
港

九
件

•
米

子
周

辺
八

件
の

計
一

次
に

表
2

'
4

' 2
¦ 5

を
み

よ
う

。

と
り

わ
け

窯
業

両
製

品
の

積
出

し
に

つ
い

て
み

て
い

く
と

、
焼

物
の

仕
向

先
全

一
ニ

件
の

内
訳

は
、

新
潟

の
五

件
を

中
心

に
出

羽
本

庄
を

北
端

と
し

越
後

・•越
中

•
因

幡
・

伯
耆

•
下

関
・

尾
道

と
広

範
な

流
通

圏
が

わ
か

る
。

中
で

も
新

潟
は

元
価

二
六

五
円

分
に

の
ぼ

り
全

体
四

五
八

円
の

六
割

近
く

に
の

ぼ
る

。
一

方
、

瓦
の

流
通

圏
は

ほ

ぼ
山

陰
地

域
に

限
定

さ
れ

て
い

て
焼

物
の

そ
れ

と
は

対
照

的
で

あ
る

。
全

二
五

件
中

一
九

件
が

因
幡

•
伯

耆
地

方
へ

31
ば

れ
全

体
の

七
五

%
以

上
を

鳥
取

藩
域

が
占

め
て

い
る

。
そ

の
内

七
件

が
伯

耆
、

二
件

が
因

幡
で

あ
る

。
こ

の
他

の
地

域
を

み
て

も
但

馬
津

居
山

四
件

•
浜

田
一

件
•

下
関

一
件

と
、

山
陰

地
域

に
限

定
さ

れ
て

い
る

。

(3
)

ム
ロ荷

を
め

ぐ
る

問
題

さ
ら

に
、

焼
物

や
瓦

と
一

緒
に

運
ば

れ
た

積
荷

(以
下

、
合

荷
と

す
る

)
に

注
目

し
て

み
た

い
。

引
き

続
き

表
2

 ”
4

、
2

,
5

を
み

よ
う

。
焼

物
と

の
合

荷
が

あ
る

事

例
は

全
一

ニ
件

中
一

〇
件

み
ら

れ
る

。
仕

向
先

に
よ

る
偏

り
は

な
く

、
鉄

・
砂

糖
・

繰
綿

・
米

・
瓦

な
ど

多
様

な
商

品
と

合
荷

を
し

て
い

て
、

中
で

も
鉄

・
鋭

は
の

べ
五

件
と

半
数

を
数

え
、

そ
の

ほ
か

綿
類

三
件

、
瓦

二
件

と
続

く
。

一
方

で
瓦

の
合

荷
は

、

仕 向先 件 数 元価 合 荷
黒 瓦 赤 瓦 黒 瓦 赤 瓦

山
関

田
 

子
吉

江
崎

崎
露

居
下

浜
境

米
今

淀
赤

芦
加

津

1
1
9
2
1
3
2
1
1
4

千枚

1.30
3.00

32.00
9.00
2,00

11.40
3.12
2.00
0.70

16.00

千枚

3.00
22.50
4.00
2,00
7.40

2.00

千枚

L 30

9.50
5.00

4.00
3.12

0.70
16.00

H
14,00
15.00

286,00
76.00
16,00
87.00
38.00
16.00
8.78

169.00

円

15.00
191.00
26.00
16.00
47.00

16.00

円

14,00

95.00
50.00

40.00
38.00

8.78
169.00

商 品名 (件 )

鉄 ・陶 器 ⑴

桃 皮 (1)、炭 類 (3)
丸 物 ⑴

合 計 25 80.52
40.90 39.62 311.00 414.78

(6)< 乙 u. r 〇

焼
物

と
は

対
照

的
に

全

二
五

件
中

一
九

件
が

合

荷
を

せ
ず

瓦
の

み
を

単

品
で

輸
送

し
て

お
り

、
両

商
品

の
輸

送
形

態
に

お

い
て

は
明

確
な

差
異

が

指
摘

で
き

る
。

な
お

合
荷

を
し

て
い

る
六

件
の

う

ち
二

件
は

焼
物

で
あ

り
、

そ
の

他
は

石
類

・
片

炭
な

ど
で

あ
る

。

と
こ

ろ
で

、
銀

山
料

に

お
け

る
産

鉄
は

、
第

一
の

国
産

と
し

て
外

貨
獲

得

に
お

け
る

最
重

要
商

品

で
あ

り
、

そ
し

て
一

九
世

紀
以

降
に

お
け

る
石

見

廻
船

の
産

鉄
流

通
事

情

は
、

買
積

形
態

に
よ

っ
て

新
潟

を
は

じ
め

と
し

た
北

国
地

方
へ

盛
ん

に
移

出
し

た
と

さ
れ

て
い

る
。

つ
ま

り
、焼

物
は

主
力

商
品

の
鉄

に
付

属
し

た
か

た
ち

で
と

も
に

運
ば

れ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
、

焼
物

の
広

範
な

流
通

圏
と

い
う

特
徴

は
買

積
船

と
し

て
積

み
出

さ
れ

た
事

情
に

よ
る

も
の

と
い

え
よ

う
。

同
様

の
傾

向
は

流
通

先
側

の
史

料
か

ら
も

見
て

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
越

後
出

雲
崎

の
泊

屋
客

船
帳

に
よ

れ
ば

、
焼

物
を

販
売

し
た

石
見

廻
船

の
事

例
四

件
は

次
の

如
く

で
あ

る
。
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稲 荷 丸 (仁 万 ・山本 友 四郎 船 • 50石 積 )

月 日 仕 出元 仕 向先
積 荷

瓦/ 鉄 砂 合 荷
5 14 仁 万 境 港 瓦 4500枚

6 16 仁 万 村 鉄 砂 100駄 大 麦 7石 、種 油4挺

8 4 大 浦 但馬 津 居 山 赤 瓦 4500枚

9 7 仁 万 境 黒 瓦 1500枚 片 炭 40駄

10 16 仁 万 大麦 、四明樽 150丁 、干瓢 10貫鬼

順 幸 丸 (大 浦 ・布 引磯 兵衛 船 •69石 積 )

月 日 仕 出 元 仕 向先
積 荷

瓦 / 鉄 砂 合 荷
4 10 神 子 路 馬 関 五 六 石 150丁 、板 石 200枚

7 1 無 し
8 26 加 露 郷 田 鉄 砂 100駄

10 26 不 明
11 14 郷 田 米 子 赤 瓦 5000枚

五

七

泰 徳 丸 (大 浦 • 永 見 甚 右 衛 門船 , 50石 積 )

日 R Z-4- r̂n 積 荷
1エ 1エ¦RIR

瓦 / 鉄 砂 合 荷
5 11 宅 野 瓦 4000枚

6 21 大 浦 塩 鱒 70箱

8 8 大 浦 赤 瓦 4000枚

9 15 大 浦 瓦 4000枚

10 14 鉄 砂 1500貫 目 酒 3石

10 28 郷 田 炭 灰 200俵

品
に

付
属

し
た

販
売

形
態

が
こ

こ
で

も
看

取
で

き
る

。

(4
)

石
州

瓦
と

鉄
砂

の
関

わ
り

こ
れ

に
対

し
て

、 
前

述
の

よ
う

に
、

瓦
積

出
の

多
く

は
焼

物
と

は
異

な

り
単

品
輸

送
で

、 
鳥

取
藩

域
を

中
心

と
し

た
山

陰
地

方
に

限
定

さ
れ

た
範

囲
の

輸
送

す
る

形
態

で
あ

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

偏
っ

た
流

通
圏

を
持

つ
に

至
っ

た
要

因
に

つ
い

て
検

討
す

べ
く

、
以

下
で

は
石

見
と

鳥
取

藩
域

と
の

具
体

的
な

交
易

実
態

に
目

を
向

け
て

み
た

い
。

本
章

第
二

節
で

み
た

よ
う

に
、 

鉄

砂
は

塩
に

次
ぐ

件
数

を
誇

る
積

入
商

品
で

あ
り

、
そ

の
仕

出
元

は
伯

耆
地

方
が

主
で

あ
っ

た
。

表
2

,
6

は
そ

の
内

訳
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
る

と
、

境
八

件
、

西
伯

(日

野
川

・
赤

硝
)

二
件

、
そ

の
他

因
幡

仕 出 元 件 数 仕 出 量 元価

美 保 関

境
日野 川
赤 崎

加 露

1
8
1
1
1

駄

120
643
120
140
100

貫 欠

8000

円

30.00
136,00
10.80
90.00
8.00

合 計 12 1123 8000 274,80

蛭 子 丸 (伯 州 八 イ簡郡 赤 摘 宿 • 中 島 与 三 郎 船 •50石 積 )

月 日 仕 出元 仕 向先
積 荷

瓦 / 鉄 砂 合 荷
5 20
6 7

赤 崎

大 浦

野
崎

宅
赤 鉄 砂 140駄

赤 瓦 2120枚

郷
津

•
静

本
屋

善
之

十
明

治
四

年
七

月
七

日

明
治

-
四

年
五

月
四

日
江

津
•

山
根

屋
連

兵
衛

湯
湊

•
上

田
直

三
郎

湯
湊

•
新

田
為

四
郎

鉄
六

〇
束

•
郷

津
焼

五
〇

〇
箇

•
半

し
五

〇
〇

筒

鉄
三

〇
〇

束
・

ゾ
ク

三
〇

〇
箱

•
瀬

戸
物

色
々

ョ
ノ

ツ
瀬

戸
物

・
半

紙

温
泉

津
瀬

戸
物

•
�

鉄

や
「温

泉
津

瀬
戸

物
」

と
い

つ

明
治

一
七

年
六

月
三

日

明
治

一
七

年
六

月
七

日

こ
こ

に
見

る
四

件
す

べ
て

に
お

い
て

、
「郷

津
焼

」

た
石

見
産

焼
物

に
は

合
荷

が
確

認
で

き
る

。
さ

ら
に

そ
の

商
品

も
鉄

や
鏡

、
半

紙
な

ど
石

見
主

力
商

品
で

あ
り

、
焼

物
流

通
に

お
け

る
買

積
的

性
格

と
主

力
商

賀
露

、
出

雲
美

保
関

が
一

件
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

表
に

は
掲

げ
て

い
な

い
が

、
こ

れ
ら

を
船

籍
別

に
み

る
と

銀
山

料
船

籍
の

仕
出

元
は

境
五

件
•賀

露
一

件
の

計
六

件
、

他
国

船
籍

は
境

三
件

•
西

伯
二

件
•

美
保

関
一

件
で

計
六

件
で

あ
る

。
こ

の
動

向
か

ら
は

、
瓦

と
鉄

砂
が

相
互

に
往

来
し

て
い

る
よ

う
に

み
え

る
。

そ
こ

で
個

別
廻

船
の

動
向

に
ま

で
注

視
す

る
と

、
実

際
に

鳥
取

藩
域

へ
瓦

を
積

み
出

し
、

鉄
砂

を
積

入
れ

て
い

る
動

き
が

確
認

で
き

る
。

表
2

,
7

を
み

よ
う

。
本

表
は

鉄
砂

と
瓦

が
同

一
廻

船
に

よ
っ

て
運

搬
さ

れ
て

い
る

事
例

を
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
伯

耆
赤

崎
船

籍
の

蛭
子

丸
は

五
月

二
〇

日
に

地
元

か
ら

鉄
砂

を
銀

山
料

宅
野

へ
積

出
し

、
翌

月
七

日
に
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五
八

大
浦

か
ら

赤
瓦

を
積

み
帰

っ
て

い
る

。
銀

山
料

船
籍

の
稲

荷
丸

•
順

幸
丸

•
泰

徳
丸

に
つ

い
て

は
、

瓦
以

外
の

商
品

の
取

り
扱

い
も

見
ら

れ
る

が
、

い
ず

れ
も

銀
山

料
内

か
ら

瓦
を

積
出

し
、

境
港

・
米

子
•

淀
江

と
い

っ
た

西
伯

地
域

へ
持

ち
込

み
、

同
地

か
ら

鉄
砂

を
積

み
帰

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

、
合

荷
も

確
認

で
き

る
。

ま
た

稲
荷

丸
や

泰
徳

丸
に

つ
い

て
は

、
年

間
に

何
度

も
瓦

積
出

し
を

行
い

往
復

し
て

い
る

。
な

お
、

こ
こ

に
み

る
四

船
と

も
が

五
〇

～
七

〇
石

程
度

の
小

型
廻

船
で

あ
る

。

こ
う

し
た

、
小

型
廻

船
に

よ
る

「近
距

離
」

を
「頻

繁
に

往
復

す
る

」
売

買
形

態

は
、

廻
船

主
の

側
か

ら
見

れ
ば

そ
の

販
売

元
•

販
売

先
両

者
が

見
え

た
状

態
で

の
輸

送
で

あ
っ

た
可

能
性

が
高

く
、

す
な

わ
ち

瓦
は

運
賃

積
に

よ
っ

て
移

出
さ

れ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
に

同
じ

窯
業

商
品

で
あ

っ
て

も
、

焼
物

と
瓦

に
は

そ
の

流
通

圏
や

販
売

形
態

の
明

確
な

違
い

を
見

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

三
 

石
州

瓦
の

流
通

̶̶
因

幡
•

伯
耆

へ
も

た
ら

さ
れ

た
商

品
•

技
甲

(1
)

天
保

期
に

み
え

る
石

州
職

人
の

出
稼

•
移

住

石
見

海
岸

部
地

域
は

、
近

代
以

降
大

工
や

左
官

な
ど

職
人

の
出

稼
ぎ

が
活

発
に

な
っ

た
地

域
だ

が
、

近
世

後
期

に
お

い
て

す
で

に
そ

の
傾

向
は

確
認

で
き

る
。

天
保

ニ
ー

(
一

八
四

一
)

年
に

、
浜

田
藩

の
御

代
官

役
所

は
跡

市
組

三
六

ヶ
村

へ
対

し
「小

前
若

者
之

内
瓦

稼
と

し
て

猥
二

他
国

江
罷

越
候

数
多

有
之

趣
相

聞
」

に
つ

き
、

瓦
稼

に
よ

る
他

国
出

稼
ぎ

禁
止

を
発

令
し

て
い

る
こ

と
か

ら
も

、
こ

の
時

期
に

既
に

多
く

の
他

国
稼

ぎ
の

瓦
職

人
が

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
他

国
移

住
も

確
認

で
き

、 
例

え
ば

次
に

掲
げ

る
史

料
は

鳥
取

藩
の

藩
政

史
料

「在
方

諸
事

控
」

に
み

え
る

石
州

職

人
の

鳥
取

藩
内

へ
の

移
住

願
い

の
控

え
で

あ
る

。

ー
久

米
郡

大
谷

村
傍

示
白

市
と

申
処

へ
、

七
年

已
前

瓦
焼

場
相

願
、

承
届

置
候

処
、

年
限

明
キ

後
相

止
メ

居
申

候
得

共
、

此
度

同
村

清
四

郎
と

申
者

、
焼

立
致

し
度

段
、

左
之

通
願

書
差

出
候

二
付

、
御

郡
代

申
談

、
承

届
候

事
。

乍
恐

奉
願

口
上

之
覚

一
去

ル
午

年
式

村
源

兵
衛

よ
り

瓦
職

奉
願

、
御

聞
届

之
上

、
あ

さ
名

白
市

と
申

所
二

て
焼

立
仕

候
処

、
年

限
明

ケ
候

二
付

、
御

断
申

上
相

止
居

候
得

と
も

、
此

度
下

地
之

通
り

、
右

場
所

二
て

当
子

よ
り

寅
迄

三
ケ

年
之

間
、

私
焼

立
仕

度
奉

存
候

。
尤

村
方

え
も

右
之

趣
熟

談
仕

候
処

、
故

障
筋

毛
頭

無
御

座
、

日
雇

稼
之

者
と

も
儀

八
、

格
別

之
為

筋
相

成
候

程
之

儀
二

付
、

村
同

心
之

上
奉

願
候

。
尤

御
聞

届
之

上
、

職
人

八
八

橋
郡

大
谷

村
長

助
•

同
郡

由
良

村
増

右
衛

門
•

石
州

那
賀

郡
嘉

久
志

村
角

次
•

同
孫

兵
衛

•
同

清
四

郎
右

之
者

共
、

当
村

根
帳

取
繕

召
仕

申
度

、
何

卒
御

慈
悲

之
上

ヲ
以

、
願

之
通

御
聞

届
被

仰
付

被
為

遣
候

ハ
、

、

重
々

難
有

仕
合

奉
存

候
、

乍
恐

此
段

、
宜

御
願

被
仰

上
可

被
為

下
候

様
、

偏
奉

願
上

候
。

以
上

。

天
保

十
一

年
子

三
月

日

久
米

郡
大

谷
村

願
主

清
四

郎

年
寄

吉
三

郎

庄
屋

利
兵

衛

井
上

佐
一

右
衛

門
殿

高
見

金
右

衛
門

殿

右
に

よ
れ

ば
、

久
米

郡
大

谷
村

で
の

瓦
焼

場
開

窯
に

あ
た

り
、

職
人

は
地

元
の

者

に
加

え
て

「石
州

那
賀

郡
嘉

久
志

村
」

の
者

が
名

を
連

ね
て

い
る

。
さ

ら
に

石
州

の

職
人

三
人

は
「当

村
根

帳
取

繕
召

仕
申

度
」

と
移

住
を

前
提

と
し

て
い

る
。

ま
た

嘉

久
志

村
か

ら
大

谷
村

へ
の

職
人

の
移

住
は

嘉
永

六
(

一
八

五
三

)
年

六
月

に
も

確
認

で
き

、
両

地
域

の
緊

密
な

関
係

が
窺

え
る

。
石

州
の

職
人

が
作

る
「石

州
瓦

」
は

、

職
人

の
移

動
と

い
う

か
た

ち
で

他
国

で
も

一
定

度
生

産
さ

れ
て

い
た

と
い

え
よ

う
。
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11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 事 例文
久

三
年

十
一

月

文
久

三
年

四
月

文
久

三
年

四
月

文
久

二
年

八
月

文
久

二
年

六
月

文
久

二
年

六
月

文
久

二
年

四
月

文
久

二
年

四
月

文
久

元
年

十
二

月

万
延

元
年

五
月

万
延

元
年

四
月

安
政

七
年

閏
三

月

安
政

三
年

十
月

嘉
永

七
年

十
一

月

年

月

1863 1863 1863 1862 1862 1862 1862 1862 1861 1860 1860 1860 1856 1854

a

(
瓦

類
の

輸
入

差
留

解
除

)

鉄
砂

代
銀

の
代

物
宝

野
(

宅
野

カ
)

瓦
千

八
百

枚
を

積
荷

と
し

た
浜

村
与

三
郎

船
の

入
津

御
免

瓦
五

千
枚

入
津

御
免

両
三

年
の

う
ち

石
州

瓦
'̂

万
枚

程
®

入
御

免 石
州

瓦
五

千
枚

ず
つ

五
ケ

年
問

入
津

御
免

石
州

瓦
六

万
枚

入
津

御
免

鉄
砂

の
「

代
物

」
と

し
て

瓦
二

万
枚

受
取

の
た

め
入

津
御

免

石
州

瓦
竜

万
五

千
枚

入
津

御
免

石
州

瓦
を

追
加

で
六

百
四

十
九

枚
入

津
御

免 石
州

赤
瓦

三
千

枚
入

津
御

免

石
州

瓦
五

千
枚

と
鉄

砂
の

交
易

御
免

勝
手

売
捌

き

津
和

野
表

よ
り

瓦
-

万
枚

の
水

上
げ

(
瓦

類
の

輸
入

差
留

の
再

通
達

)

-

(
瓦

類
の

輸
入

差
留

) 願

以
前

小
浜

村
・

忠
八

の
世

話
に

よ
っ

て
葺

い
た

瓦
が

損
じ

、
そ

の
修

繕
の

た
め

石
州

小
浜

村
・

左
官

職
忠

八
の

「
石

州
瓦

之
講

世
話

」
に

よ
つ

て
支

払
っ

た
先

金
に

つ
い

て
、

相
当

の
瓦

を
以

て
算

用
し

た
い

た
め

当
村

で
居

宅
•

土
蔵

等
で

余
程

用
い

て
い

る
石

州
瓦

に
つ

い

て
、 

御
国

産
瓦

で
は

寸
法

間
合

等
が

異
な

り
、

修
覆

瓦
と

し
て

不
都

合
で

あ
る

た
め

石
州

小
浜

村
・

左
官

職
忠

八
の

「
石

州
瓦

之
謎

世
話

」
に

よ
つ

て
支

払
っ

た
先

金
に

つ
い

て
、

相
当

の
瓦

を
以

て
算

用
し

た
い

た
め

石
州

湯
津

(
温

泉
津

力
)

源
十

と
八

年
前

に
瓦

売
買

の
儀

約
を

し
、

支
払

っ
た

先
金

六
拾

両
の

返
金

に
石

州
方

が
取

り
合

わ
な

い
た

め

石
州

へ
積

廻
し

た
鉄

砂
の

「
代

物
」

と
し

て
瓦

の
引

取
り

を
石

州
方

が
申

し
出

た
た

め

兼
て

石
州

方
の

「
馴

染
之

も
の

」
よ

り
買

入
れ

て
い

た
瓦

等
に

つ
い

て
支

払
っ

た
先

銀
の

差
引

残
り

が
あ

る
た

め

六
月

取
り

寄
せ

分
で

は
不

足
の

た
め

。
六

月
願

い
の

理
由

は
、

拙
寺

本
堂

お
よ

び
庫

裏
屋

根
を

瓦
葺

に
し

た
い

た
め

、
尤

も
石

州
瓦

に
す

れ
ば

「
以

後
之

為
筋

」
に

も
な

る
た

め

庫
裡

裏
通

り
を

家
根

瓦
葺

に
し

た
い

た
め

、
尤

も
石

州
瓦

に
す

れ
ば

「
以

後
之

為
筋

」
に

も
な

る
た

め

先
年

よ
り

行
っ

て
い

た
鉄

砂
と

石
州

瓦
の

交
易

が
差

止
め

に
な

る
と

、
取

立
る

予
定

の
「

敷
銀

」
や

取
溜

め
た

鉄
砂

販
売

が
で

き
ず

、
不

景
気

に
な

り
村

方
困

窮
の

た
め

亀
井

武
蔵

守
様

二
百

五
拾

御
忌

に
つ

き
、

新
屋

敷
お

よ
び

家
宅

修
繕

を
津

和
野

表
よ

り
遣

さ
れ

た
た

め

理

由

気
多

郡
東

し
か

ぬ

小
左

衛
門

高
草

郡
湯

村

忠
右

衛
門

気
多

郡
芦

崎
村

組
頭

•
忠

右
衛

門

高
草

郡
湯

村

忠
右

衛
門

汗
入

郡
梶

原
村

藤
蔵

汗
入

郡
淀

江
村

佐
市

郎

河
村

郡
泊

村

藤
次

郎

高
草

郡
賀

露
村

西
念

寺

気
多

郡
北

河
原

村

中
興

寺

気
多

郡
新

町
村

組
頭

,
仙

左
衛

門

気
多

郡
山

宮
村

覚
兵

衛 願

主

〇 〇 〇 . 〇 〇 〇 〇 〇 X - 〇
結
果

(
出

典
)

「
在

方
諸

事
控

」
(

『
鳥

取
県

史
』

+
二

、
+

三
巻

所
収

)
五

九
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六
0

(2
)

鳥
取

藩
の

国
産

奨
励

政
策

と
石

州
瓦

の
流

通

鳥
取

藩
は

嘉
永

七
(

一
八

五
四

)
年

に
、

で
き

る
限

り
国

産
品

を
用

い
れ

ば
「自

然
御

領
内

豊
饒

二
相

成
候

儀
二

付
」

と
い

う
理

由
か

ら
国

産
奨

励
政

策
を

打
ち

出
し

、

墨
筆

・
紡

車
・

鎌
•

膳
椀

•
足

袋
•

砥
石

・
瓦

・
紙

類
が

「御
国

産
二

て
追

々
多

分

出
来

候
J

品
々

で
あ

る
こ

と
を

理
由

に
、

こ
れ

ら
を

持
ち

込
む

他
所

商
人

の
差

留
を

行
っ

た
。

し
か

し
そ

の
後

も
「今

以
右

他
所

商
人

入
込

、
猥

二
致

売
事

候
者

も
有

之

趣
相

聞
候

付
」

と
、

実
態

と
し

て
は

移
入

が
止

ま
な

か
っ

た
よ

う
で

、
二

年
後

の
安

政
三

(
一

八
五

六
)

年
に

再
度

同
様

の
旨

が
再

通
達

さ
れ

、
こ

の
と

き
新

た
に

焼
物

も
対

象
品

目
に

追
加

さ
れ

た
。

こ
の

輸
入

差
留

政
策

の
強

化
と

と
も

に
、

対
象

品
目

に
対

す
る

特
別

輸
入

願
い

の
事

例
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

と
り

わ
け

瓦
に

対
す

る
願

書
が

も
っ

と
も

多
く

確
認

で
き

る
。

表
3

は
「在

方
諸

事
控

」
に

記
録

さ
れ

て

い
る

瓦
の

特
別

輸
入

願
い

の
事

例
を

ま
と

め
た

も
の

で
あ

る
。

一
見

し
て

わ
か

る
よ

う
に

、安
政

七
(

一
八

六
〇

)
年

か
ら

同
政

策
が

解
除

と
な

る
文

久
三

(
一

八
六

三
)

年
の

三
年

間
に

表
沙

汰
と

な
っ

た
も

の
だ

け
で

ー
ー

件
を

数
え

頻
発

し
て

い
て

、
ま

た
表

3
中

の
事

例
3

を
除

い
て

す
べ

て
輸

入
許

可
と

な
っ

て
い

る
(但

し
事

例
2

は

不
明

)。
さ

ら
に

、
同

史
料

は
安

政
元

、
二

、
四

、
五

年
の

記
録

を
欠

く
た

め
当

該
期

に

も
こ

れ
ら

に
加

え
て

事
例

が
あ

っ
た

可
能

性
は

あ
る

。
輸

入
の

相
手

先
は

ー
ー

件
す

ベ
て

が
石

州
で

あ
り

、
こ

こ
で

確
認

で
き

る
だ

け
で

も
一

五
万

枚
近

く
に

の
ぼ

る
石

州
瓦

の
輸

入
が

あ
っ

た
こ

と
に

な
る

。
い

っ
ぽ

う
輸

入
の

願
主

は
賀

露
や

芦
崎

、
淀

江
な

ど
因

•
伯

州
の

広
域

に
お

よ
ぶ

。
ま

た
最

も
内

陸
に

位
置

す
る

の
が

事
例

1
の

気
多

郡
山

宮
村

や
事

例
11

の
同

郡
東

志
加

奴
で

あ
る

が
、

両
者

と
も

沿
岸

か
ら

八
キ

ロ
程

度
で

あ
り

、
こ

こ
で

の
事

例
は

主
に

海
岸

地
域

の
人

々
に

よ
っ

て
願

い
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
以

上
の

こ
と

は
、

鳥
取

藩
に

お
け

る
瓦

の
最

大
輸

入
相

手
国

が
石

州
で

あ
っ

た
こ

と
、

鳥
取

港
内

で
の

石
州

瓦
の

利
用

が
こ

の
時

期
よ

り
以

前
か

ら
海

岸
部

で
な

さ
れ

て
い

た
こ

と
、

さ
ら

に
は

輸
入

差
留

に
よ

っ
て

こ
れ

だ
け

の
不

都
合

が
生

じ
る

だ
け

の
商

品
価

値
を

石
州

瓦
が

保
有

し
て

い
た

こ
と

を
指

し
示

し
て

い
る

と
み

て
よ

い
で

あ
ろ

う
。

以
下

、
さ

ら
に

表
3

中
に

挙
げ

た
各

事
例

を
分

類
し

そ
の

内
容

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
当

時
の

石
州

瓦
の

具
体

的
な

流
通

の
様

相
や

商
品

と
し

て
の

位
置

づ
け

を
明

ら
か

に
し

た
い

。

(i
)

長
期

契
約

や
得

意
先

の
存

在
を

理
由

と
し

た
事

例

事
例

5
-7

-8
 •

10
•

11
で

は
、

輸
入

差
留

に
よ

っ
て

こ
れ

ま
で

の
契

約
に

不
都

合
が

生
じ

た
こ

と
を

特
別

輸
入

願
の

理
由

と
し

て
い

る
が

、
そ

の
内

容
か

ら
石

州
瓦

の
長

期
的

な
契

約
や

得
意

先
の

存
在

が
窺

え
る

事
例

で
あ

る
。

(事
例

5
)"

乍
恐

奉
願

上
覚

一
私

儀
兼

て
石

州
方

え
馴

染
之

者
御

座
候

二
付

、
瓦

井
石

流
し

敷
石

等
買

入
宛

年
々

先
銀

相
渡

し
居

申
候

処
、

近
来

右
瓦

入
津

御
差

留
相

成
候

二
付

、
石

類
斗

ーー
て

入
銀

為
致

候
得

共
、

何
様

銀
高

少
之

品
二

て
、

先
銀

渡
差

引
残

り
金

高
四

拾
三

両
弐

歩
残

り
居

申
候

。
依

之
度

々
催

促
仕

候
得

共
、

元
来

瓦
引

当
之

先
銀

故
、

是
非

瓦
二

て
引

取
呉

候
様

申
張

候
二

付
、

甚
難

渋
仕

候
。

何
卒

格
別

之
御

慈
悲

を
以

、
石

州
瓦

臺
万

五
千

枚
入

津
御

免
被

仰
付

被
為

下
候

得
は

、
誠

二
以

難
有

仕
合

奉
存

候
。

此
段

宜
敷

様
被

仰
付

可
被

為
下

候
。

以
上

。

文
久

二
年

戌
四

月
日

河
村

郡
泊

村
願

主
藤

次
郎

組
頭

庄
三

郎

庄
屋

朝
次

郎

尾
崎

恵
助

殿

(事
例

7
)0

一
汗

入
郡

梶
原

村
藤

蔵
と

申
者

、
石

州
湯

津
源

十
と

申
者

え
八

年
以

前
瓦

売
買
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取
組

之
儀

約
致

し
、

為
先

金
六

拾
両

相
渡

し
居

申
候

処
、

其
後

他
国

瓦
入

津
御

差
留

被
仰

出
候

二
付

、
右

入
金

差
返

し
呉

候
様

、
右

源
十

え
申

遣
し

候
得

共
、

瓦
引

当
之

入
金

故
、

矢
張

瓦
二

て
引

取
呉

不
申

て
は

、
返

金
差

支
候

旨
返

答
申

越
し

、
一

向
訳

付
不

申
故

、
六

万
枚

丈
ケ

入
津

御
免

之
儀

願
出

候
二

付
、

小
書

相
添

申
達

し
置

候
処

、
左

之
御

書
付

下
り

候
二

付
、

其
段

御
郡

え
申

遣
ス

。

汗
入

郡
梶

原
村

藤
蔵

と
申

も
の

、
石

州
瓦

六
万

枚
丈

ケ
入

津
御

免
之

儀
奉

願

趣
、

無
余

儀
次

第
二

付
、

格
別

二
承

届
候

間
此

旨
可

被
申

渡
事

。

事
例

5
は

、
石

州
方

の
「馴

染
之

者
」

か
ら

前
銀

を
支

払
っ

て
瓦

や
石

類
を

買
入

れ
て

お
り

、
瓦

入
津

差
留

を
受

け
て

石
州

側
へ

返
金

を
求

め
た

が
、

「元
来

瓦
引

当
之

先
銀

」
を

理
由

に
瓦

の
引

き
取

り
を

求
め

ら
れ

た
こ

と
を

受
け

て
の

願
書

で
あ

る
。

こ
こ

で
は

石
州

瓦
一

万
五

千
枚

の
入

津
を

願
い

出
て

い
る

。
事

例
7

も
同

様
の

事
情

に
よ

っ
て

石
州

瓦
六

万
枚

の
入

津
願

い
が

出
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
場

合
は

、
石

州
湯

津
(温

泉
津

と
思

わ
れ

る
)

の
源

十
と

八
年

以
前

の
嘉

永
七

年
に

瓦
売

買
取

組
の

儀

約
が

な
さ

れ
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

(事
例

8
<

一
高

草
郡

湯
村

忠
右

衛
門

•
河

村
郡

泊
村

藤
次

郎
と

申
者

共
、

石
州

瓦
入

津
御

免
被

仰
付

被
為

下
候

様
、

左
之

通
願

書
差

出
二

付
、

夫
々

左
之

小
書

相
添

申
達

し
置

候
処

、
御

聞
届

相
済

、
左

之
通

御
書

付
下

り
候

二
付

、
其

段
御

郡
え

申
遣

ス
。

乍
恐

奉
再

願
候

口
上

之
覚

一
石

見
国

銀
山

御
領

邇
摩

郡
小

浜
村

忠
八

と
申

者
、

左
官

職
仕

候
者

二
て

、
御

国
え

数
十

年
渡

世
二

罷
越

し
候

処
、

別
て

当
村

は
忠

八
得

意
二

御
座

候
処

、
石

州
瓦

之
講

世
話

致
し

度
様

談
事

致
し

候
二

付
、

任
其

意
、

十
ケ

年
以

前
瓦

二
臨

ミ
有

之
者

聞
合

セ
、

講
会

仕
、

既
二

講
三

口
分

と
し

て
九

年
以

前
八

月
ニ

銀
札

臺
貫

五
百

目
相

渡
し

、
翌

年
春

瓦
五

千
枚

積
廻

し
候

様
約

束
致

し
候

処
、

同
年

忠
右

衛
門

藤
次

郎

源
助

清
右

衛
門

平
吉

郎

高
草

郡
湯

村
願

主

組
頭

同同庄
屋

大
塚

源
蔵

殿

事
例

8
も

石
州

瓦
の

長
期

契
約

の
事

例
で

あ
る

。
左

官
職

の
銀

山
料

小
浜

村
忠

八

が
仲

介
人

と
な

つ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
忠

八
は

お
そ

ら
く

出
稼

ぎ
の

形
に

よ
つ

て
、

数
十

年
に

わ
た

り
因

幡
で

左
官

職
を

行
い

高
草

郡
湯

村
を

「得
意

」
の

場
所

と

し
て

い
た

。
右

史
料

に
よ

れ
ば

、
忠

八
の

「講
世

話
」

に
よ

っ
て

一
〇

年
前

の
嘉

永

五
(

一
八

五
二

)
年

に
長

期
契

約
を

交
わ

し
、

翌
六

年
に

銀
札

高
貫

五
百

目
先

銀
と

し
て

渡
し

、
七

年
春

に
瓦

五
千

枚
積

廻
す

よ
う

約
束

し
た

が
、

忠
八

が
死

亡
し

た
こ

と
に

よ
り

瓦
の

積
廻

し
が

滞
っ

た
。

引
き

継
い

だ
悸

•勘
蔵

は
、

事
例

5
,7

と
同

じ

く
先

銀
分

は
瓦

に
よ

っ
て

算
用

を
し

た
い

の
で

五
年

間
だ

け
は

入
津

さ
せ

て
ほ

し
い

冬
右

忠
八

途
中

二
て

相
果

候
処

、
右

瓦
延

引
致

し
候

二
付

、
悴

勘
蔵

と
申

者
同

職
仕

、
毎

年
当

村
え

罷
越

し
候

二
付

、
右

之
次

第
申

催
促

致
し

候
処

、
勘

蔵
儀

申
二

は
、

右
銀

札
は

国
元

瓦
仕

へ
無

間
違

相
渡

し
候

得
共

、
親

父
相

果
候

処
、

右
等

延
引

致
し

、
此

儀
相

済
不

申
候

得
共

、
下

地
請

取
候

分
八

瓦
二

て
算

用
致

し
候

間
、

何
卒

五
ケ

年
之

間
瓦

入
津

御
免

二
相

成
候

様
成

し
被

下
候

得
は

、
算

用
致

し
候

様
、

勘
蔵

懸
合

呉
候

間
、

何
卒

賀
露

浦
迄

瓦
五

千
枚

宛
五

ケ
年

之
間

入
津

御
免

之
儀

奉
願

上
候

。
近

来
御

国
産

被
為

成
候

二
付

、
右

等
之

願
仕

候
段

重
々

奉
恐

入
候

得
は

、 
此

儀
二

付
、

村
方

二
難

渋
仕

候
人

別
御

座
候

二
付

、
何

卒
御

慈
悲

之
上

を
以

、
願

之
通

御
聞

届
被

為
遣

候
様

、
此

段
偏

二
奉

願
上

候
。

以
上

。

文
久

ー ー年
戌

六
月

日

六
ー
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六
ー

と
主

張
し

て
い

る
。

本
事

例
は

さ
ら

に
翌

年
に

も
継

続
し

て
入

津
旗

が
出

さ
れ

て
い

る
(事

例
10

)。

こ
の

よ
う

に
、

石
州

瓦
の

流
通

に
お

い
て

は
、

長
期

的
な

契
約

と
そ

れ
を

仲
介

す

る
石

州
の

左
官

職
人

の
役

割
を

見
逃

す
こ

と
は

で
き

な
い

で
あ

ろ
う

。
な

お
、

事
例

8
に

見
ら

れ
た

小
浜

村
忠

八
は

事
例

U
に

も
世

話
人

と
し

て
登

場
す

る
。

両
事

例
の

願
主

の
所

在
地

も
近

く
、

忠
八

が
こ

の
因

幡
西

部
を

活
動

拠
点

と
し

て
地

域
に

働
き

か
け

て
い

た
こ

と
を

思
わ

せ
る

。
実

際
に

瓦
を

葺
く

立
場

に
あ

っ
た

忠
八

は
自

ら
の

仕
事

を
獲

得
す

る
中

で
、

地
元

石
州

瓦
の

流
通

拡
大

に
も

寄
与

し
て

い
た

と
い

え
よ

う
。ま

た
、

輸
入

さ
れ

る
瓦

の
枚

数
も

、
取

り
上

げ
た

三
事

例
だ

け
で

そ
れ

ぞ
れ

ー
万

五
千

枚
、

六
万

枚
、

五
ケ

年
の

計
二

万
五

千
枚

と
計

一
〇

万
枚

に
お

よ
ぶ

。
ニ

〇

坪
の

平
屋

で
お

お
よ

そ
ー

〇
〇

〇
～

ー
ニ

〇
〇

枚
程

度
の

瓦
を

葺
く

と
概

算
す

れ

ば
、

こ
の

三
地

域
で

家
屋

約
ー

〇
〇

軒
分

の
瓦

が
輸

入
さ

れ
た

こ
と

に
な

る
。

鳥
取

藩
内

に
お

け
る

石
州

瓦
葺

き
の

建
屋

は
寺

院
等

に
限

定
さ

れ
ず

、
民

家
を

含
め

た
地

域
的

な
広

が
り

を
見

せ
て

い
た

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
中

に
は

転
売

商
品

と
し

て
扱

わ
れ

た
可

能
性

も
あ

り
、

こ
れ

ら
す

べ
て

が
地

域
内

消
費

さ
れ

た
か

は
曖

味
な

ま
ま

で
あ

る
が

、
い

ず
れ

に
せ

よ
石

州
瓦

に
高

い
商

品
価

値
を

あ
っ

た
こ

と
を

示
唆

さ
せ

る
。

(立
)

石
州

瓦
の

商
品

価
値

を
理

由
と

し
た

事
例

(事
例

3
)¢

一
気

多
郡

北
河

原
村

中
興

寺
儀

、
庫

裡
裏

通
り

家
根

瓦
葺

ニ
致

し
度

、
尤

石
州

瓦
二

致
し

置
候

得
は

、
以

後
之

為
筋

二
も

可
相

成
二

て
、

左
之

願
書

差
出

し
候

二
付

、
右

願
書

を
以

御
国

産
方

長
役

中
野

良
助

え
可

然
取

計
之

儀
懸

合
置

候
処

、
右

は
御

国
内

二
て

多
分

致
出

来
候

二
付

、
此

等
入

津
御

免
相

成
り

候
て

は
御

締
合

ニ
も

拘
り

候
二

付
、

入
津

難
申

遣
し

旨
二

て
、

願
書

其
儘

差
返

し
、

且
又

近
来

赤
瓦

焼
立

之
儀

御
郡

々

よ
り

相
願

、
当

時
専

焼
立

候
折

柄
、

他
所

瓦
入

津
相

成
り

候
て

八
甚

難
渋

致
し

候
趣

相
簡

候
二

付
、

其
段

御
郡

え
申

遣
し

、
依

て
願

書
其

儘
差

返
し

候
事

。

奉
願

口
上

之
覚

ー
拙

寺
庫

裡
裏

通
り

家
根

、
此

度
瓦

葺
二

仕
度

奉
存

候
処

、
石

州
瓦

二
致

置
候

得
は

以
後

之
為

筋
ニ

も
宜

敷
趣

二
付

、
何

卒
左

之
通

り
取

寄
申

度
奉

存
候

間
、

青
屋

入
津

之
儀

、
偏

二
御

免
被

仰
付

被
為

下
候

様
奉

願
上

候
。

以
上

。

ー
瓦

数
三

千
枚

石
州

赤
瓦

万
延

元
年

申
五

月
日

気
多

郡
北

河
原

村
中

興
寺

稲
留

幸
三

郎
殿

事
例

3
は

、
気

多
郡

北
河

原
村

中
興

寺
の

「庫
裡

裏
通

り
家

根
」

を
瓦

葺
き

に
す

る
た

め
の

願
書

で
あ

る
。

こ
こ

で
注

目
さ

れ
る

の
は

、
石

州
瓦

に
す

れ
ば

「以
後

之

為
筋

二
も

相
成

」
と

い
う

理
由

が
用

い
ら

れ
て

い
る

点
で

あ
る

。
石

州
瓦

を
葺

く
こ

と
が

す
で

に
特

別
な

こ
と

で
な

く
、

今
後

の
見

通
し

と
し

て
主

流
に

な
り

か
わ

る
も

の
で

あ
っ

た
こ

と
を

示
唆

さ
せ

る
。

同
様

の
論

理
は

事
例

4
で

も
見

ら
れ

る
。

事
例

3
は

、
唯

一
入

津
不

許
可

と
な

っ
て

い
る

が
、

そ
の

根
拠

と
し

て
国

内
生

産
量

の
増

加
と

、
近

年
赤

瓦
が

「専
焼

立
候

折
柄

」
で

あ
っ

て
そ

の
妨

げ
に

な
る

点
も

願
い

下

げ
の

理
由

と
し

て
い

る
。

他
所

瓦
つ

ま
り

石
州

瓦
が

自
国

瓦
を

脅
か

す
存

在
と

な
っ

て
い

た
こ

と
を

物
語

っ
て

い
る

。

(事
例

9
)

乍
恐

奉
願

上
覚

ー
当

村
之

儀
は

居
宅

井
土

蔵
等

余
程

石
州

瓦
相

用
居

申
候

処
、

近
年

御
国

産
瓦

御
趣

向
二

付
、

他
所

瓦
積

入
御

差
留

二
相

成
、

一
統

奉
承

知
候

得
共

、
御

国
産

瓦
二

て
は

寸
方

間
合

等
相

違
御

座
候

て
、

修
覆

瓦
不

都
合

難
渋

仕
候

間
、

何
卒
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格
別

御
慈

悲
を

以
、

両
三

年
之

内
石

州
瓦

臺
万

枚
程

積
入

御
免

被
仰

付
被

為
下

候
様

奉
願

上
候

。
以

上
。

文
久

二
年

戌
八

月

気
多

郡
芦

崎
村

 
組

頭
忠

右
衛

門

庄
屋

嘉
助

後
藤

賢
次

郎
殿

事
例

9
は

、
気

多
郡

芦
崎

村
で

は
居

宅
や

土
蔵

等
で

す
で

に
石

州
瓦

が
「余

程
」

用
い

ら
れ

て
お

り
、 

そ
の

上
で

修
復

用
と

し
て

輸
入

を
願

い
上

げ
た

も
の

で
あ

る
。

そ
の

理
由

と
し

て
、

国
産

瓦
で

は
「寸

法
間

合
等

相
違

」
い

「修
覆

瓦
不

都
合

難
渋

仕
」

る
た

め
と

の
旨

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

。

史
料

の
性

格
上

、
以

上
で

み
た

理
由

が
ど

れ
ほ

ど
実

態
に

即
し

て
い

た
か

に
つ

い

て
は

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
願

主
側

に
石

州
瓦

を
手

に
入

れ
た

い
欲

求
が

あ
っ

た
こ

と
は

確
か

で
あ

り
、

石
州

瓦
が

当
該

期
に

お
い

て
す

で
に

実
績

に
基

づ
い

た
商

品
価

値
が

鳥
取

藩
内

で
あ

っ
た

こ
と

は
疑

い
な

い
。

(
U1

)
浜

砂
鉄

と
の

交
易

を
理

由
と

し
た

事
例

で
は

、
鳥

取
藩

と
の

案
な

瓦
販

売
の

契
機

は
ど

こ
に

見
出

さ
れ

る
の

で
あ

ろ
う

か
。

同
じ

く
輸

入
願

に
掲

げ
ら

れ
た

理
由

か
ら

み
て

い
き

た
い

。

と
こ

ろ
で

、
両

地
域

間
の

交
易

自
体

は
浜

砂
鉄

を
通

し
て

積
極

的
に

行
わ

れ
、

因
・

伯
州

で
は

文
政

二
(

ー
八

一
九

)
年

に
浜

砂
鉄

締
合

を
立

て
る

な
ど

、
少

な
く

と
も

ー
九

世
紀

前
半

段
階

に
は

浜
砂

鉄
の

石
州

鉄
山

所
へ

の
積

廻
し

が
頻

繁
に

行
わ

れ
て

い
た

。
そ

れ
は

ー
九

世
紀

中
頃

で
も

同
様

で
、

石
州

方
へ

売
り

捌
く

会
見

•
汗

入
両

郡
の

鉄
砂

の
「当

時
二

て
は

大
数

之
駄

数
積

出
し

二
相

成
」

と
い

う
状

況
が

述
べ

ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

石
州

方
が

浜
砂

鉄
を

欲
し

が
っ

た
理

由
と

し
て

は
、

「同
国

は
堅

木
炭

不
自

由
二

て
松

木
多

分
故

、
是

非
以

浜
鉄

砂
二

無
御

座
て

は
吹

立
不

相
成

、
依

之
多

分
買

取
申

度
」

と
い

う
旨

が
示

さ
れ

て
い

る
。

そ
う

し
た

状
況

の
中

、事
例

2
*

6
に

み
え

る
よ

う
に

ー
九

世
紀

中
頃

以
降

か
ら

浜
砂

鉄
の

代
価

に
石

州
瓦

を
充

て
る

交
易

形
態

が
確

認
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

(事
例

2
)

ー
閏

三
月

十
八

日
之

記
二

有
之

通
り

、
気

多
郡

新
町

村
之

者
共

、
石

州
瓦

五
千

枚
鉄

砂
と

交
易

御
免

勝
手

売
捌

被
仰

付
被

為
下

候
様

、
同

村
組

頭
仙

左
衛

門
と

申
も

の
よ

り
相

願
候

二
付

、
御

国
産

方
長

役
中

野
良

助
え

差
支

之
有

無
懸

合
候

処
、

当
時

御
国

産
瓦

多
分

出
来

致
し

、
何

も
差

支
無

之
旨

二
て

願
書

其
儘

差
返

し
候

二
付

、
其

段
申

渡
し

置
候

処
、

先
年

交
易

と
し

て
積

廻
し

候
鉄

砂
敷

銀
等

取
立

付
不

自
由

二
て

、
右

交
易

御
免

被
仰

付
被

為
下

候
様

、
尚

又
再

願
書

差
出

し
候

二
付

、
右

願
書

を
以

尚
右

良
助

、え
可

然
取

計
之

儀
懸

合
置

候
処

、
敷

銀
二

相
成

り
居

申
銀

高
員

数
、

井
石

州
表

よ
り

年
内

交
易

二
請

取
候

瓦
員

数
等

、
委

細
願

面
え

書
載

セ
差

出
し

候
は

評
儀

可
致

間
、

先
願

書
其

儘
差

返
し

候
旨

及
返

答
候

二
付

、
其

段
御

郡
え

申
遣

ス
。

乍
恐

奉
再

願
候

口
上

之
覚

ー
当

村
傍

示
前

々
よ

り
小

前
之

者
共

、
農

業
之

透
々

鉄
砂

流
し

渡
世

仕
、

年
々

粗
々

何
千

貫
目

程
宛

流
出

し
、

右
鉄

砂
を

以
石

州
瓦

と
交

易
仕

、
右

売
捌

駄
送

等
仕

候
処

、
近

来
他

国
瓦

入
津

御
差

留
被

仰
付

、
依

之
鉄

砂
売

捌
不

景
気

二
相

成
候

処
、

兼
て

余
業

無
御

座
村

方
二

て
、

追
々

困
窮

二
及

必
至

難
渋

仕
候

。
右

石
州

瓦
と

鉄
砂

交
易

御
免

、
勝

手
売

捌
被

仰
付

被
為

下
候

様
、

馬
持

井
小

前
之

者
共

よ
り

願
出

候
二

付
、

先
達

て
奉

願
書

候
処

、
瓦

入
津

御
差

留
之

上
御

国
産

二
て

焼
立

之
瓦

多
分

有
之

ニ
付

、
差

支
無

之
旨

被
仰

付
、

右
鉄

砂
と

交
易

之
儀

は
、

御
聞

届
難

被
仰

付
候

段
被

仰
付

之
趣

奉
畏

候
。

然
ル

処
、

右
鉄

砂
之

儀
、

先
年

為
交

易
差

遣
し

候
二

付
て

は
、

少
々

敷
銀

等
も

御
座

候
。

右
交

易
御

免
被

仰
付

被
為

下
候

ハ
、

、
早

速
取

立
可

申
哉

と
奉

存
候

。
其

上
年

々
取

溜
之

鉄
砂

八
三
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六
四

数
多

御
座

候
二

付
、

交
易

ニ
も

不
相

成
て

は
甚

以
難

渋
至

極
仕

候
次

第
御

座
候

間
、

又
候

奉
願

書
候

段
重

々
奉

恐
入

候
得

共
、

何
卒

格
別

之
御

慈
悲

を
以

、
宜

御
聞

届
被

仰
付

可
被

為
下

候
様

奉
願

上
候

。
尤

為
冥

加
御

上
法

之
通

口
銭

上
納

為
仕

可
申

候
間

、
願

之
通

被
仰

付
被

為
下

候
得

は
、

冥
加

至
極

有
仕

合
奉

存
候

。

村
中

一
統

同
心

之
上

を
以

願
書

差
上

候
間

、
此

段
宜

敷
奉

願
上

候
。

以
上

。

万
延

元
年

申
四

月
日

気
多

郡
新

町
村

組
頭

 
仙

左
衛

門

年
行

司
庄

八

事
例

2
は

、
気

多
郡

新
町

村
に

よ
る

鉄
砂

と
交

易
の

た
め

の
石

州
瓦

五
千

枚
入

津

願
い

で
あ

る
。

本
願

書
は

「当
時

御
国

産
瓦

多
分

出
来

」と
の

理
由

で
一

度
鳥

取
藩

側

か
ら

差
し

返
さ

れ
た

た
め

再
度

上
申

し
た

も
の

で
あ

る
。

右
文

面
に

よ
れ

ば
、

従
来

か
ら

同
地

域
が

「鉄
砂

を
以

石
州

瓦
と

交
易

」
し

て
い

た
こ

と
、

瓦
入

津
差

留
め

に

よ
っ

て
鉄

砂
売

捌
が

不
景

気
に

な
っ

た
こ

と
、

両
商

品
の

交
易

を
す

れ
ば

鉄
砂

敷
銀

を
取

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
、

さ
ら

に
す

で
に

取
り

溜
め

た
鉄

砂
が

多
い

た
め

交
易

が
な

い
と

難
渋

す
る

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
す

な
わ

ち
、

瓦
の

輸
入

:̂
止

は
自

国
の

輸
出

品
で

あ
る

鉄
砂

販
売

に
影

響
を

及
ぼ

す
た

め
全

体
的

に
み

れ
ば

「御

領
内

豊
饒

」
に

は
な

ら
な

い
、

と
い

う
論

理
で

あ
る

。
な

お
、

本
願

書
を

受
け

取
っ

た
御

国
産

方
長

役
•

中
野

良
助

は
、

敷
銀

高
お

よ
び

輸
入

予
定

の
瓦

の
員

数
の

報
告

を
求

め
て

い
て

、
こ

れ
以

後
ど

の
よ

う
に

対
処

さ
れ

た
か

は
不

明
で

あ
る

。

同
様

に
、

願
主

・
淀

江
村

佐
市

郎
が

願
い

出
た

事
例

6
も

「余
業

鉄
砂

売
事

仕
、

石
州

え
積

廻
し

売
払

候
処

、
先

方
よ

り
為

代
物

瓦
弐

万
枚

受
取

呉
候

様
申

候
」

と
、

瓦
二

万
枚

が
浜

砂
鉄

の
「代

物
」

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
両

商
品

の
交

易
が

行
わ

れ

て
い

る
。

ま
た

、
廻

船
経

営
の

視
角

か
ら

言
え

ば
、

本
章

で
み

た
石

州
瓦

の
流

通
に

お
け

る

長
期

契
約

や
馴

染
の

者
な

ど
の

得
意

先
の

存
在

を
み

る
に

、
瓦

の
輸

送
形

態
は

、
第

二
章

で
も

指
摘

し
た

よ
う

に
や

は
り

運
賃

積
で

あ
っ

た
と

考
え

る
の

が
妥

当
で

あ
ろ

う
。

す
な

わ
ち

同
形

態
は

近
世

後
期

か
ら

恒
常

的
に

行
わ

れ
て

い
た

と
い

え
る

。

と
こ

ろ
で

、
鳥

取
藩

内
に

お
い

て
も

安
政

六
(

一
ハ

五
九

)
年

に
一

件
、

同
七

年

に
一

件
、

文
久

三
年

に
二

件
の

計
四

件
の

新
規

瓦
場

願
い

が
確

認
で

き
、

実
際

に
自

国
生

産
も

進
ん

で
い

た
様

子
が

看
取

で
き

る
。

し
か

し
結

局
、

文
久

三
年

ー 
ー

月
に

「御
領

内
よ

り
出

来
高

二
て

は
引

足
不

申
二

付
」

と
い

う
理

由
で

「此
以

後
他

所
仕

入

御
免

」
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

以
降

、
石

州
瓦

が
よ

り
一

層
鳥

取
藩

内
の

各
港

へ
積

み
廻

さ
れ

た
こ

と
は

容
易

に
想

像
で

き
、

そ
の

結
果

第
二

章
で

み
た

よ
う

に
明

治
初

年
段

階
で

石
州

瓦
が

鉄
に

次
ぐ

年
間

取
扱

い
件

数
を

誇
る

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

訳
で

あ
る

。

お
わ

り
に

最
後

に
、

本
章

で
明

ら
か

に
な

っ
た

点
を

ま
と

め
つ

つ
、

地
域

産
業

に
お

け
る

窯

業
の

位
置

づ
け

に
つ

い
て

触
れ

て
お

き
た

い
。

第
一

に
、

瓦
・

焼
物

は
明

治
初

頭
段

階
に

お
い

て
す

で
に

当
地

域
の

主
力

輸
出

商

品
で

あ
り

、
ま

た
そ

の
生

産
拠

点
が

海
岸

部
に

集
中

し
て

い
た

。
そ

し
て

、
生

産
・

流
通

の
両

面
に

つ
い

て
定

量
的

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

は
今

後
、

同
業

の
歴

史
的

変
遷

を
詳

細
に

検
討

す
る

上
で

の
指

標
と

な
ろ

う
。

第
二

に
は

、
両

商
品

の
流

通
形

態
と

そ
の

違
い

に
つ

い
て

で
あ

る
。

中
で

も
石

州
瓦

に
つ

い
て

は
、

近
世

後
期

か
ら

運
賃

積
形

態
の

廻
船

に
よ

っ
て

鳥
取

藩
域

へ
盛

ん
に

移
出

さ
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

で
き

た
。

そ
し

て
販

路
が

定
着

し
て

い
く

過
程

に
お

い
て

は
、

出
稼

ぎ
の

左
官

職
人

の
存

在
や

、
鉄

砂
と

い
う

た
た

ら
製

鉄
の

原
料

確
保

と
の

関
係

が
あ

っ
た

。

前
者

に
つ

い
て

は
、

技
術

者
が

出
稼

ぎ
・

移
住

を
可

能
に

し
た

背
景

と
し

て
す

で
に

石
州

瓦
に

高
い

商
品

価
値

が
あ

っ
た

の
か

、
あ

る
い

は
彼

等
に

よ
っ

て
石

州
瓦

の
商
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品
価

値
が

徐
々

に
高

め
ら

れ
て

い
っ

た
の

か
、

そ
の

前
後

関
係

は
判

然
と

し
な

い
。

し
か

し
、

販
路

定
着

の
過

程
に

お
い

て
職

人
に

よ
る

人
脈

的
な

繋
が

り
が

作
用

し
て

い
た

こ
と

は
間

違
い

な
い

。

ま
た

、
製

鉄
業

と
窯

業
の

深
い

関
わ

り
に

つ
い

て
も

見
逃

す
こ

と
が

で
き

な
い

だ

ろ
う

。
本

稿
で

み
た

よ
う

に
、商

品
流

通
の

視
角

か
ら

は
鉄

砂
と

瓦
の

交
易

関
係

や
、

鉄
や

鋭
と

の
合

荷
を

盛
ん

に
し

た
焼

物
の

流
通

事
例

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
両

者
の

蕾
な

関
係

は
、

瓦
・

焼
物

両
商

品
が

ー
九

世
紀

半
ば

以
降

、
石

見
の

主
力

商
品

と

し
て

成
長

し
て

い
っ

た
ひ

と
つ

の
要

因
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

よ
う

。

そ
し

て
、

こ
う

し
た

地
域

産
業

に
対

す
る

複
合

的
な

視
角

は
今

後
取

り
組

む
べ

き

課
題

の
ひ

と
つ

と
な

ろ
う

。
と

い
う

の
も

、
本

稿
で

み
た

窯
業

生
産

地
は

、
周

辺
で

た
た

ら
製

鉄
も

ま
た

行
わ

れ
て

い
る

地
域

が
多

い
。

し
た

が
っ

て
、

製
鉄

業
と

窯
業

は
薪

炭
と

い
う

燃
料

確
保

の
面

に
お

い
て

は
競

合
す

る
存

在
で

も
あ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

実
際

に
、

幕
末

に
銀

山
料

内
で

新
規

瓦
稼

場
を

設
け

る
に

あ
た

り
、

石
見

東
部

ー
ー

ケ
所

の
r

場
の

鉄
山

師
ら

が
差

し
支

え
が

あ
る

と
し

て
新

規
瓦

稼
場

の
差

止
め

を
願

い
出

て
い

る
事

例
も

見
ら

れ
る

。
流

通
過

程
に

お
い

て
は

販
路

増
幅

要
因

に
な

り
え

た
両

産
業

だ
が

、
生

産
段

階
に

お
い

て
は

相
反

す
る

利
害

関
係

で
あ

っ
た

と
想

像
さ

れ
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

詳
細

に
検

討
す

る
余

地
を

残
し

て
い

る
。

こ
の

ほ
か

、

近
世

期
に

お
け

る
焼

物
流

通
に

関
し

て
も

十
分

な
検

討
が

叶
わ

な
か

っ
た

。
本

稿
で

指
摘

し
た

明
治

初
期

の
流

通
の

特
徴

を
踏

ま
え

、
近

世
期

の
状

況
を

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

ろ
う

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

も
今

後
の

課
題

と
し

た
い

。

六
五
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六
六

註II¦
平

田
正

典
『

石
見

粗
陣

器
史

考
』

(
石

見
地

方
史

研
究

会
、

ー
九

七
九

年
)

、
『

那
賀

郡
誌

』
(松

陽
新

報
社

、

ー
九

一
六

年
)

、
『

都
野

津
町

誌
』

(都
野

津
町

、 
-

九
九

一
年

)
、

『
江

津
市

誌
』

下
(江

津
市

、 
-

九
八

二
年

)
、

『
温

泉
津

町
誌

』
上

(温
泉

津
町

、
ー

九
九

四
年

)
な

ど
を

参
照

。

121
熱

田
ft

保
「石

見
地

方
に

お
け

る
近

世
窯

業
生

産
～

「石
州

瓦
」

の
考

古
学

的
検

討
～

」
A

八
雲

立
つ

風
土

記
の

丘
』

ー
ニ

ニ
・

二
三

一合
併

号
、 

-
九

九
三

年
)

、
久

保
智

康
「近

世
赤

瓦
の

技
術

系
譜

～
「石

州
瓦

」
の

位
置

づ
け

を
め

ぐ
っ

て
(同

)
、

久
保

智
康

「
日

本
海

城
を

め
ぐ

る
赤

瓦
」

(小
林

昌
二

監
修

『
日

本
海

域
歴

史
大

系
』

第
四

卷
、

清
文

堂
、 

二
〇

0
五

年
)

な
ど

。

ta
『

仁
摩

町
誌

』
CU

摩
町

役
場

、
ー

九
七

二
年

)
二

五
三

頁
を

恭
照

。

M)
鶴

田
真

秀
『

石
州

瓦
史

』
(江

第
文

化
財

研
究

会
、

ー
九

七
二

年
)

=
〇

頁
を

参
照

。

(5)
浜

田
外

ノ
浦

•清
水

屋
「諸

国
御

奮
帳

」
(柚

木
学

編
『

諸
国

御
客

船
帳

』
清

文
堂

、
一

九
七

七
年

所
収

)
、

同
米

屋
「諸

国
御

蠢
帳

」
(柚

木
学

『
近

代
海

ffi
史

料
』

清
文

堂
、

ー
九

九
二

年
所

収
)

に
よ

る
。

的
こ

こ
で

は
『

迩
摩

郡
村

誌
』

、
『

那
賀

郡
村

誌
』

、
『

邑
智

郡
村

誌
』

、
『

石
見

国
安

濃
郡

村
誌

』
を

指
す

。

m
両

史
料

は
「明

治
二

年
旧

浜
田

藩
引

®
雑

就
」

(県
浜

田
引

&
 一

¦
〇

ハ
、

同
Q

T
O

九
、

同
〇

ー
¦

〇
ー

ハ
、

島
根

県
立

図
書

館
蔵

)
所

収
。

同
史

料
の

概
要

と
そ

れ
に

基
づ

く
産

業
構

造
の

分
析

に
つ

い
て

は
本

報
告

書
鳥

谷
論

文
に

詳
し

い
。

(8)
森

信
美

「石
見

の
赤

瓦
及

粗
陶

器
の

地
理

的
研

究
」

(『
地

理
學

』
第

四
巻

第
四

号
、

一
九

三
六

年
)

。

191
林

家
文

書
四

三
四

•四
ハ

ハ
、

島
根

大
学

附
属

図
書

館
蔵

。

g
武

井
博

明
『

近
世

製
鉄

史
論

』
(三

一
書

房
、

ー
九

七
二

年
)

、
仲

野
義

文
「山

間
地

域
史

研
究

の
視

座
̶

石
見

銀
山

領
の

村
に

お
け

る
生

産
•

資
本

・
流

通
̶

」
(『

芸
備

地
方

史
研

究
』

二
八

四
、

二
。

一
三

年
)

な
ど

を

参
照

。

伽
『

出
雲

崎
町

史
』

海
®

資
料

集
三

(出
雲

崎
町

、 
一

九
九

七
年

)
を

参
照

。

¢3
「組

用
日

記
」

«沢
津

家
文

書
、

江
津

市
立

図
書

館
所

蔵
)。

<Is
『

鳥
取

県
史

』
£

i
ニ

ニ
巻

、
鳥

取
県

、
ー

九
七

五
～

八
一

年
)

所
収

。
本

章
で

掲
げ

る
史

料
は

す
べ

て
同

史
料

で
あ

る
た

め
、

出
現

は
す

べ
て

烏
取

県
史

の
巻

数
と

頁
数

の
み

を
記

す
。

M
「在

方
諸

事
控

」

興
「在

方
諸

事
控

」

M
「在

方
諸

事
控

」

的
「在

方
諸

事
控

」

M
「在

方
諸

事
控

」

㈣
「在

方
諸

事
控

」

M
「在

方
諸

事
控

」

皿
「在

方
諸

事
控

」

皿
「在

方
諸

事
控

」

¢1
「在

方
諸

事
控

」

M
「在

方
諸

事
控

」

西
同

右
。

C9
「在

方
諸

事
控

」

M
「在

方
諸

事
控

」

一
巻

、
ニ

二
五

五
頁

。

二
巻

、
七

五
八

頁
。

二
卷

、
九

六
二

頁
お

よ
び

同
一

二
巻

、 
ー

〇
五

六
頁

。

三
卷

、
三

五
五

頁
。

三
巻

、
三

四
五

頁
。

三
巻

、
三

五
五

頁
。

三
巻

、
五

四
九

頁
。

二
巻

、
一

三
三

四
頁

。

三
卷

、
三

九
五

頁
。

一
巻

、 
二

〇
八

頁
。

二
巻

、
三

二
頁

。

二
巻

、 
ニ

二
三

四
頁

。

三
巻

、 
三

六
六

頁
。

做
「在

方
諸

事
控

」
三

巻
、

六
五

六
頁

。

¢»
庄

司
久

孝
「た

た
ら

の
経

営
形

熊
よ

り
見

た
る

出
雲

、 
石

見
の

地
域

性
」

『
島

根
大

学
論

集
人

文
科

学
』

第
-

巻
、

島
根

大
学

、
ー

九
五

一
年

)
な

ど
を

参
照

。

M
「乍

恐
以

書
付

奉
願

上
候

」
(宅

野
対

役
場

文
書

、
大

田
市

教
育

委
員

会
蔵

)。
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